
狭
間
村
諸
給
人
中

〔
史
料
己
で
注
目
し
た
い
の
は
、
「
当
村
（
狭
間
村
）
衆
中
」
と
「
狭
間
村

諸
給
人
中
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
鹿
毛
敏
夫
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
「
狭
間

村
衆
」
は
狭
間
村
に
住
む
一
般
民
衆
、
「
狭
間
村
諸
給
人
」
は
狭
間
村
の
大
友

家
家
臣
団
を
さ
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
⑤
。
ま
た
、
「
狭
間
村
諸
給
人
」

に
関
し
て
、
別
の
史
料
で
は
「
狭
間
村
寺
社
諸
給
人
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
⑥
。

狭
間
村
諸
給
人
の
構
成
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
、
「
阿
南
荘
松
富
名
北
方

四
百
貫
分
目
録
」
⑦
が
あ
る
。
こ
の
史
料
に
登
場
す
る
人
名
を
ま
と
め
た
の
が
、

次
の
表
で
あ
る
。

（
表
）
阿
南
荘
松
富
名
北
方
四
百
貫
分
目
録
に
登
場
す
る
人
名
一
覧

｜
「
狭
間
村
諸
給
人
」
の
構
成

大
友
義
鑑
（
大
友
宗
麟
の
父
）
が
豊
後
国
を
治
め
て
い
た
天
文
一
六
（
一
五

四
七
）
年
頃
の
文
書
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
る
④
。

〔
史
料
己
大
友
義
鑑
書
状

（
礼
紙
ウ
ハ
書
）

甲
斐
家
文
書
に
見
る
狭
間
村
の
内
部
構
造

梅
野
敏
明

は
じ
め
に

甲
斐
家
文
書
は
戦
国
時
代
の
狭
間
地
域
の
歴
史
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
史

料
群
で
あ
り
、
現
在
は
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
甲
斐
家

文
書
の
発
見
時
の
経
緯
や
そ
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
『
挟
間
史
談
』
第

二
号
①
や
先
哲
史
料
館
の
研
究
紀
要
第
五
号
②
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

甲
斐
家
文
書
を
使
用
し
た
研
究
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
大
分
川
を
利
用

し
た
材
木
輸
送
と
大
友
氏
権
力
と
の
関
わ
り
を
考
察
し
た
鹿
毛
敏
夫
氏
の
「
中

世
の
川
と
水
運
・
治
水
」
で
あ
る
③
。
鹿
毛
氏
の
研
究
以
降
、
甲
斐
家
文
書
を

使
っ
た
研
究
は
管
見
の
限
り
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

甲
斐
家
文
書
の
特
徴
と
し
て
中
世
に
お
け
る
狭
間
村
の
内
部
構
造
や
大
友
氏

に
よ
る
狩
猟
の
様
子
が
わ
か
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
甲
斐
家
文
書
を
中
心
に
し

た
狭
間
村
の
歴
史
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
今
回
は
、
中
世
に

お
け
る
狭
間
村
の
内
部
構
造
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

金
剛
宝
戒
寺
材
木
、
今
度
大
水
失
候
分
、
於
方
角
河
辺
、
流
寄
候
之
由
申
候
、

当
村
衆
請
取
之
木
被
見
分
、
河
下
早
々
可
有
馳
走
候
、
肌
不
可
有
緩
之
儀
候
、

恐
々
謹
言
、

閏
七
月
廿
四
日

義
鑑
（
花
押
）

‐

（
墨
引
）

狭
間
村
諸
給
人
中
義
鑑
」

6５

寺社層 武士層

休庵(領） 田吹弾正忠

(由原)後藤 田吹新左衛門

慶生庵 田吹左馬之

大園寺(瑞光寺領） 吉弘右衛門

めうこん寺 賀来藤十郎

雄城宮内

園之田右馬助

指原

志賀蔵人佐

大津留主税

吉弘弥十郎

小田原入道

佐藤刑部

(御南)以前領

美濃守

右衛門大夫



甲
斐
清
右
衛
門
尉
殿

狭
間
氏
と
甲
斐
氏
と
の
主
従
関
係
に
つ
い
て
は
、
二
宮
修
二
氏
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
⑨
。
〔
史
料
二
〕
は
、
天
正
四
（
一
五
七
六
）
年
に
狭
間
鑑
秀
・

鎮
秀
親
子
か
ら
甲
斐
清
右
衛
門
尉
殿
に
対
し
て
狭
間
村
北
方
四
百
貫
分
の
「
竹

内
専
道
職
」
を
安
堵
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

史
料
中
の
「
竹
内
」
に
関
し
て
は
領
主
な
ど
の
館
を
示
す
地
名
で
あ
る
こ
と

申
付
候
上
者
、
領
承
不
可
有
相
》

天
正
四
年
丙
子

十
二
月
廿
七
日
鎮
秀
（
花
押
）

鑑
秀
（
花
押
）

（
封
紙
ウ
ハ
書
）

「
甲
斐
清
右
衛
門
尉
殿
鎮
秀
」

狭
間
村
北
方
四
百
貫
分
、
竹
内
専
道
職
之
事
、

申
付
候
上
者
、
領
承
不
可
有
相
違
候
、
恐
々
謹
言
、

二
甲
斐
家
と
狭
間
村
衆

狭
間
氏
と
甲
斐
家
と
の
つ
な
が
り
を
示
す
史
料
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

〔
史
料
二
〕
狭
間
鎮
秀
・
鑑
秀
連
署
安
堵
状
③

狭
間
村
の
北
方
の
み
の
記
述
で
あ
る
が
、
こ
の
史
料
か
ら
大
友
氏
か
ら
給
地

を
与
え
ら
れ
て
い
た
給
人
層
の
内
部
構
造
の
お
お
よ
そ
の
姿
が
わ
か
る
。
狭
間

村
の
給
人
衆
は
田
吹
弾
正
忠
の
よ
う
な
武
士
層
や
作
原
八
幡
宮
の
関
係
者
で
あ

る
後
藤
や
慶
生
庵
、
大
園
寺
の
よ
う
な
寺
院
・
神
社
層
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

狭
間
村
北
方
は
こ
う
し
た
中
小
規
模
の
給
人
た
ち
の
所
領
と
し
て
細
分
化
さ
れ

て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

①
二
宮
修
一
一
「
甲
斐
家
文
書
か
ら
狭
間
氏
の
姿
を
考
察
」
『
挟
間
史
談
」
第
二
号

（
挟
間
史
談
会
、
二
○
一
一
（
平
成
二
三
）
年
）

②
三
重
野
誠
「
甲
斐
家
文
書
に
つ
い
て
」
『
史
料
館
研
究
紀
要
」
第
二
号
（
大
分

県
立
先
哲
史
料
館
、
二
○
○
○
（
平
成
一
二
）
年
）

③
鹿
毛
敏
夫
「
戦
国
大
名
の
外
交
と
都
市
・
流
通
」
（
思
文
閣
出
版
、
二
○
○
六

（
平
成
一
八
）
年
）

お
わ
り
に
か
え
て

こ
れ
ま
で
、
甲
斐
家
文
書
か
ら
中
世
に
お
け
る
狭
間
村
の
内
部
構
造
に
つ
い

て
見
て
き
た
。
限
ら
れ
た
史
料
か
ら
の
考
察
で
あ
る
た
め
、
狭
間
村
衆
の
具
体

的
な
構
成
な
ど
解
明
で
き
な
か
っ
た
点
が
多
々
あ
っ
た
。
甲
斐
家
文
書
の
さ
ら

な
る
分
析
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

が
染
矢
多
喜
男
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
屋
敷
の
周
り
に
廻
ら
せ

た
堀
の
内
側
に
竹
を
植
え
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
染
矢
氏
は
述
べ
て

い
る
⑩
。
「
専
道
」
と
は
当
時
の
村
役
人
の
呼
び
名
で
あ
り
、
天
正
十
六

（
一
五
八
八
）
年
六
月
廿
六
日
付
の
大
友
吉
統
袖
判
条
々
徒
害
で
は
佐
賀
関
の

下
級
役
人
の
呼
称
と
し
て
弁
指
と
と
も
に
専
道
の
名
が
見
ら
れ
る
⑪
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
〔
史
料
二
〕
か
ら
は
狭
間
村
北
方
の
下
級
役
人
と
し
て

の
甲
斐
氏
の
地
位
が
狭
間
氏
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
甲

斐
氏
は
挟
間
村
衆
の
代
表
者
と
し
て
大
友
氏
や
狭
間
氏
の
よ
う
な
支
配
者
層
と

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

6６



⑤
前
掲
注
③
鹿
毛
『
戦
国
大
名
の
外
交
と
都
市
・
流
通
」
一
○
一
ペ
ー
ジ

⑩
染
矢
多
喜
男
（

（
昭
和
三
七
）
年
）

⑨
前
掲
注
①
二
宮
論
文

⑩
染
矢
多
喜
男
（
編
）

⑧
前
掲
注
②
三
重
野
論
文
史
料
二
二
号

⑦
前
掲
注
②
三
重
野
論
文
史
料
二
号
。
た
だ
し
、
文
書
の
継
ぎ
目
部
分
が
一
紙
目

と
二
紙
目
を
つ
な
い
で
い
る
も
の
か
が
不
明
で
あ
り
、
文
書
の
途
中
が
欠
け
て
い
る

⑥
前
掲
注
②
三
重
野
論
文
史
料
四
・
五
・
六
号

⑪
渡
辺
澄
夫
（
編
）
「
佐
賀
郷
史
料
」
一
三
九
号
史
料
『
豊
後
国
荘
園
公
領
史
料

集
成
」
六
（
別
府
大
学
、
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
）

④
〔
史
料
こ
の
翻
刻
文
に
関
し
て
は
、
前
掲
注
③
鹿
毛
『
戦
国
大
名
の
外
交
と

都
市
・
流
通
」
九
九
ペ
ー
ジ
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
鹿
毛
氏
の
も
の
を

使
用
し
て
い
る
。

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

『
地
名
覚
書
」
一
六
○
ペ
ー
ジ
（
い
ず
み
書
房
、
一
九
六
二
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